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バス内での講義風景 

「放射能」と「放射線」の違い、

「シーベルト」と「ベクレル」の違

いを始めて知りました。今まではあ

まり放射線について勉強をしてこ

なかったため、放射線に対してイメ

ージで漠然と怖いものだと考えて

いましたが、ここで学習したことに

より、自分の中でもやっとしていた

ものが消えました。風評被害や、農

作物の販促のためには教育が有効

な手段の一つになるのだと考えます。 

 

 

菅野さん宅にてお話を伺う 

様々なお話を聞かせて頂きました

が、最も印象に残ったことは「東電

に逮捕者が一人もいない」という点

です。ここに原発問題のいびつな構

造が隠れているような気がしました。

おそらく私が明日にでも町中に放射

性物質をばらまいたら逮捕されるで

しょう。東電経営者が逮捕されない

理由は様々あるでしょうが、原子力

発電が国策として進められたことが

大きく影響しているのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 



菅野さん宅の前を流れる川 

 魚体に含まれる放射線物質量を計測する

ため、サンプル捕獲の予備調査を行いました。

結果、魚体を得ることはできませんでしたが、

放射性物質と魚類について考えられる私の

考察を記します。 

 一般的には海洋の魚類よりも、河川の魚類

の方が放射性物質を蓄えやすいことが知ら

れています。それは浸透圧が大きく影響して

います。浸透圧を考えると、海＞魚体＞河川

となります。そのため、海の場合、魚体から

海へと水が流れます。魚体から海へと水が流

れることにより、魚体中の物質濃度が上昇し

ていまします。これにより、海にすむ魚は積

極的に尿や鰓から体内に含まれる物質を排

出しようとします。つまり、放射性物質は排

出されやすくなります。一方で、河川の場合、河川から魚体へ水が入ってきます。つまり、

魚体中の物質濃度は低下してしまします。そのため、河川にすむ魚はなるべく体内に物質

をとどめようとします。よって、放射性物質も排出されにくいということになります。以

上より、飯館町に生息する魚類も放射性物質を蓄えやすい構造をもった魚が生息する傾向

にあるかもしれません。しかし、河川中に含まれる放射性物質がどのような状態で存在し

ているのかを考えると、魚の生態によって含まれる放射性物質の量は変化するかもしれま

せん。おそらく、放射性物質は河川中に溶存しているのではなく、泥に付着していたりプ

ランクトンの中に存在していたりすると思われます。そのためデトリタスを食べる魚類や、

プランクトンを食べる魚類は放射性物質が体内にたまりやすいと考えられます。さらに放

射性物質が蓄積した魚類を食べる魚類、つまり食物連鎖が上位に位置する魚類はより貯蓄

しやすいと考えられます。 

また、河川の形態も放射性物質の量に大きく影響することが考えられます。河川への新

たな放射性物質は主に山から供給されていると思われます。そのため、川幅が狭い河川は

面積に対する周囲長が短くなるため、放射性物質が蓄積しやすいと予想されます。同様に、

蛇行している河川も放射性物質が蓄積しやすいと言えます（これは胃の中のひだを考えて

ください。ひだがあると表面積が大きくなり吸収が早くなります。）。やはり、放射性物質

を供給する山と川をつなぐ周囲長が長くなるからです。 

最後に魚体の部位によっても蓄積量は変わると言えます。セシウムの体内での動態はカ

リウムと近い、そのためイノシシは肩の筋肉で高い放射性濃度が得られたということを今

回のツアーで学びました。同じことが魚類にも当てはまるといえます。以下の表から見て



分かるように、マグロの場合、脂身よりも赤身の方がより多くカリウムが含まれています。

よって、魚類の場合も筋肉中にセシウムがたまりやすいのかもしれません。 
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